
－40－

−〒７９９ ０４９７ 電話 （０８９６）
四国中央市三島宮川４丁目６番５５号 番号 ２８－６０００

地域 辺地（３） 農工 特農 県立公園 工配 （０８９６）
FAX ２８－６０５６指定 農振 過疎 山振 （総務課）

愛媛県の東端部に位置し、東は香川県、北は瀬戸内海
に面し、更に南東で徳島県、南は四国山地を介して高知
県に接している。
四国縦貫・横断道の結節点として、２つのジャンクション
と３つのインターチェンジがあり、四国各県の県庁所在地ま
で約１時間と、まさに四国の中央、交通の要衝の地といえ
る。
産業としては、川之江・三島地域の紙・紙加工業、そし
て土居・新宮地域の第１次産業と大きく分類されるが、製
造品出荷額等はおよそ６千億円ほどであり、四国最大規
模の工業都市となっている。

昭２９． ３．３１ 新宮村（合体：上山村・新立村）
昭２９． ３．３１ 土居町（合体：長津村・小富士村・蕪崎村・

天満村・土居村・関川村）
昭２９．１１． １ 川之江市（合体【市制施行】：川之江町・

金生町・上分町・金田村・川滝村・妻鳥村）
昭２９．１１． １ 伊予三島市（合体【市制施行】：松柏村・

三島町・寒川町・豊岡村・金砂村・富郷村）
平１６． ４． １ 市制施行（川之江市・伊予三島市・

土居町・新宮村 合併）

川之江市、伊予三島市、土居町、新宮村の４市町村が合
併して誕生した「四国中央市」は、全国からみても新市の位
置を地理的にイメージしやすい名称であり、「四国の４県」が
接する自治体である。また、エックスハイウェイの結節点に位
置し、四国４県の県庁所在地のいずれにもほぼ１時間で結ば
れるという好条件にあり、更に四国最大規模の国際貿易港
（三島川之江港）を抱え、海上交通の要衝としても期待が高
まってきている。
将来、道州制が導入されたときには、これらの好条件を生
かし、四国の交流拠点都市として一層の発展をという希望、
気概が込められた名称である。

建築年度 増 改 築 主な増改築箇所

昭４８年度 平成１５年度 福祉会館

〈由 来〉 〈庁舎の建設年度〉

〈沿 革〉 〈市町村のあらまし〉

（平成２５．４．２８現在）

区 分 名 前 任 期

市 長 篠原 実 平成２９． ４．２７
しのはら みのる

副市長 真鍋 譲 平成２６． ７．３１

議 会 （平成２５．１１．２８現在）

議長 山本 照男 副議長 谷内 開

議員 （条例定数） ２６人

（現 員） ２６人

任期 平成２８．１１．２７

職員数（平成２５．４．１現在）

普通会計 ７９５人

企業会計 １２３人

その他会計 ５５人

計 ９７３人

〈行政組織〉

燧灘

中小企業
団地

運動公園

製紙工場

中之庄・金子臨海土地造成用地
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国道１ １号線 いよみしま
保健センター図書館

福祉会館

市役所 県総合庁舎

市民会館

国道３１９号線

１１号バイパス

三島公園
桃山墓園

四国縦貫自動車道新長谷寺

具定展望台

法皇トンネル

スカイフィールド富郷

富郷ダム
戻ガ嶽

富郷キャンプ場 金砂湖県立自然公園

柳瀬ダム
銅山川

翠波峰
コスモス園・桜の園

予讃本線

△

四国中央市
し こ く ち ゅ う お う し

〈地 図〉

（交通機関） ＪＲ伊予三島駅から徒歩１０分 三島・川之江ＩＣから車で１０分
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〈人口・世帯数〉 （ ）は増減率

区 分 ６０国調 平２国調 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 ２５．３．３１住基

人 口 （１．９％） （０．２％） （△１．６％） （△１．４％） （△１．６％） （△２．９％）
９７，００５ ９７，２１５ ９５，６５８ ９４，３２６ ９２，８５４ ９０，１８７ ９２，１３０

男 ４７，０６１ ４７，４１４ ４６，４６５ ４５，６８３ ４５，０１３ ４３，６５９ ４４，７４９

女 ４９，９４４ ４９，８０１ ４９，１９３ ４８，６４３ ４７，８４１ ４６，５２８ ４７，３８１

世帯数 ２８，７４４ ３０，６０７ ３１，５４０ ３２，９５７ ３４，４１９ ３４，９５１ ３８，１８９

年齢構成 （平２２国調）

区 分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上 男 ３６，３５８ 人

人 口 １１，８２１ 人 ５４，３１４ 人 ２３，３６９ 人 女 ３９，１１６ 人

構成比 １３．２ ％ ６０．７ ％ ２６．１ ％ 計 ７５，４７４ 人

〈土地利用〉 （平２２．２．１現在） （ｈａ． ％）

総 面 積 林 野 面 積 林 野 率 経営耕地面積 宅 地化 率

平 ㎢２４．１０．１（ ） 田 畑 樹園地 平２４．１．１

４２０．５７ ３２，６９７ ７７．８ １，２３３ ９３９ ７９ ２１５ ９．５

〈産 業〉 産業構造 （百万円・人）

区 分 総生産額（平２２年度） 就業人口（平２２国調）

第１次 ４，００５ ０．９ ％ １，９７５ ４．６ ％

第２次 ２０３，８１０ ４６．６ ％ １６，４４７ ３８．４ ％

第３次 ２２９，９２１ ５２．５ ％ ２２，９２２ ５３．５ ％

計 ４３７，７３５ １００．０ ％ ４２，８５６ ９６．５ ％

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

主要製造業 （平２３年） （百万円） 所得 （平２２年度）

品 名 製造品出荷額等 １人当たり 千円
市町民所得 ３，１３７

パルプ ４８６，５４１

プラスチック ３８，３０９

平成２４年度の主な建設事業 （百万円） 今後の主な建設事業 （百万円）

事 業 名 事 業 費 事 業 名 事 業 費

小中学校施設耐震化事業 １，６８２ 小中学校施設耐震化事業 －

市民文化ホール建設事業 １，２１３ 市民文化ホール建設事業 －

公共下水道事業 ６６６ 公共下水道事業 －

塩谷・小山線街路改良事業 ３１３ 塩谷・小山線街路改良事業 －

宮川周辺地区整備事業 ２８４ 宮川周辺地区整備事業 －

県営港湾改良事業 ２７６ 県営港湾改良事業 －

浸水対策事業 ２６９ 浸水対策事業 －

寒川東部臨海土地造成事業 １６５ 寒川東部臨海土地造成事業 －

西部臨海土地造成事業 １１７ 西部臨海土地造成事業 －

クリーンセンター整備事業 １９９ 消防防災センター（仮称）建設事業 －

選挙人名簿
登録者数 （平２５．９．２現在）
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〈観光・レクリエーション〉

三角寺（四国６５番札所） 真鍋家（国重要文化財） 向山古墳（国指定文化財） 東宮山古墳 城山公園

名勝旧跡
紙のまち資料館 翠波高原 金砂湖畔公園 法皇スカイライン 富郷渓谷 富郷キャンプ場 富郷ダム
てらの湖畔広場 三島公園 具定展望台 新長谷寺 下柏の大柏（天然記念物） 塩塚高原

観光施設
旧土佐街道 橡尾山 新宮ダム 森の湖畔の公園 寒川豊岡海浜公園ふれあいビーチ 霧の森
霧の高原 すすきヶ原入野公園（桜の名所） 二ツ岳 赤星山 東赤石山 大楠（大川）

〜花菖蒲（西福寺） 奥之院仙龍寺 霧の森交湯 館

桜まつり（４月上旬） 菜の花まつり（４月中旬）

祭 り
お茶まつり（６月上旬） あじさいまつり（６月下旬）

〜夏まつり（７月中旬土曜日・８月１５日） みなと祭（７月２３ ２５日）

催 し 物
紙まつり（７月最終土・日曜日） 湖水まつり（８月上旬）
鐘踊り（８月最終日曜日） コスモス祭（８月下旬日曜日）

〜 〜土居のいもたき（９月上旬～９月末） 秋まつり（１０月１３日 １５日・１０月２０日 ２３日）

〜公 営 霧の森コテージ７棟 霧の高原コテージ４棟（４月 １０月）
宿泊施設

〈名物・特産品〉

紙加工品 水引細工 手すき和紙 煮干いりこ えびちくわ 里芋 つぐね芋 赤石五葉松 みかん
茶 霧の森大福

〈主な公共施設〉

紙のまち資料館 川之江城 川之江高原ふるさと館 市民会館 文化センター 文化会館 暁雨館 福祉会館
福祉センター 保健センター 図書館 農村環境改善センター 運動公園 市民体育館 市民プール 野球場
テニスセンター スカイフィールド富郷 浜公園多目的広場 三島公園 森と湖畔の公園 新田公園 やまじ風公園
大地山公園 すすきヶ原公園 関川河川敷公園 老人福祉センター クリーンセンター 国保診療所 少年自然の家

〜養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 老人憩いの家 防災センター 霧の森交湯 館

〈主要課題〉

協働によるまちづくり及び計画的・効率的な行財政運営の具現化のため、平成２２年度に第２次行政改革大綱及びその実
施計画として行政品質向上プランを策定した。
地域主権・地方分権への対応としての市民自治の確立と、持続可能な行財政運営のための市役所の構造改革を実施し、
市民目線に立った利便性の高い公共サービスの提供と、市民から信頼される公平で公正な行政運営に努める。
具体的な取組としては、地域社会の絆の再生を図るための地域コミュニティ基本計画の策定、自治基本条例に基づいたま
ちづくりを推進する市民自治推進委員会の設置、審議会等運営指針の適切な運用による市民への情報提供、機動的な組織
づくりのためのグループ制導入の検討などを進める。
また平成２３年度よりは職員一人ひとりの「気づき」を日常の業務改善につなげる仕組みをつくり、職員の意識改革と行政の
品質向上を図っている。

〈地域づくりの事業等〉

○平成１１年度に新宮地域でオープンした「霧の森」と「霧の高原」の観光施設や、平成１７年８月にオープンした天然温泉を兼
ねた研修施設「霧の森交湯～館」を最大限に活用し、運営主体である第３セクターが全国的なモデルになる成功例として平成
２２年度に「地域づくり総務大臣表彰」を受賞したことを追い風に、産業振興、雇用の創出を図り、今後更に都市と農村との交
流を促進して交流人口の増加につなげていく。

○土居地域の運営委員会が主催の「いもたき」は毎年９月に１ヶ月間、関川河川敷（ふるさと広場）で行われており好評を
得ている。

○三島川之江ＩＣ周辺部をイルミネーションで装飾することをきっかけとして、市内への流入人口の増加、地域の活性化を図る
ことを目的に、民間若手団体で構成する実行委員会と実施する「市民で灯そう１０万の光り事業」や、子どもの基礎体力向上
や子育て環境の充実をはじめ、世代間のふれあいの場の創出、地域の活性化を図るため、市民と実施する「園庭・校庭等芝
生化事業」など、市民と協働のまちづくりを推進していく。

○本市の書道パフォーマンス甲子園の実話を基に、市内ロケが行われた映画「書道ガールズ！！わたしたちの甲子園」（平成
２２年５月１５日公開）をきっかけとして、又、地域の活性化に大きく貢献したイベントとして「第１５回ふるさとイベント大賞」優秀
賞を受賞したことを追い風に、日本一を誇る紙のまちである四国中央市をＰＲし、観光客の誘致や紙産業などのブランド化、産
業・地域の活性化を推進していく。

○「紙のまちの子育て応援」として、地元紙おむつメーカーとの協働により１歳未満の子どもがいる家庭に紙おむつを無償で提
供する事業を実施しており好評を博している。紙製品の地産地消により地場産業の活性化につなげるとともに子育て環境四
国一を目指していく。
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〈市町が出資している地方公社の設立状況〉 （平成２５．４．１現在）

形態 地方公社の名称 設立登記 資本金（千円） 主 な 事 業 内 容
年月日 出資割合（％）

(株) 株式会社やまびこ 平１０． ６．１９ １２５，５００ 観光施設の管理運営
（７９．７）

(株) 株式会社四国中央テレビ 平１６． ７．２６ ３００，０００ ケーブルテレビの管理運営
（２５）

(株) 株式会社四国中央市総合サービ 平１９． ５．１８ １０，０００ 学校給食調理業務、派遣事業
スセンター （７０）

(公財) 四国中央市体育協会 平２４． ６．１１ １１８，０００ 体育施設の管理運営、スポーツの普及
（４５．８）

〈総合計画〉

基 本 構 想 基 本 計 画

計 画 の 名 称 議決年月日 期 間 期 間

第１次四国中央市総合計画 平１７．３．２５ 平１７～平２６年 平２２～平２６年

〈行政機構〉 （平成２５．４．１現在）

四国中央市

会 計 課会計管理者

水 道 総 務 課

給 水 整 備 課

工 水 管 理 課

水 道 局

副市長市 長

消 防 課

消 防本 部

署長

安全・危機管理課

川 之 江 分 署

新 宮 分 遣 所

三 島 分 署

嶺 南 分 遣 所

土 居 分 署

市 民 交 流 課

市民窓口センター

生 活 環 境 課

国 保 医 療 課

（各庁舎に設置）

市民環境部

建 設 部 建 設 課

港 湾 課

港 湾 振 興 室

下 水 道 課

都 市 計 画 課

建 築 住 宅 課

（川之江庁舎に設置）

（川之江庁舎に設置）

（川之江庁舎に設置）

高 齢 介 護 課

地域包括支援センター

（三島保健センター内に設置）

福祉保健部
（福祉事務所）

こ ど も 課

発 達 支 援 室

保 健 推 進 課

地域医療対策室

福 祉 施 設 課

生 活 福 祉 課

局 長議 会 事 務 局

農 業 委 員 会

事 務 局

事 務 局
（農業振興センターに設置）

選挙管理委員会

監 査 委 員

公 平 委 員 会

固定資産評価審査委員会

事 務 局

事 務 局

事 務 局

事 務 局

予 防 課

産 業 支 援 課

農 業 振 興 課
（農業振興センターに設置）

（土居庁舎に設置）

産業活力部
（川之江庁舎に設置）

観 光 交 流 課
（川之江庁舎に設置）

国 土 調 査 課

農 林 水 産 課

企業立地推進室

総 務 課

市民くらしの相談課

人 事 課

管 理 課

税 務 課

総 務 部

派 遣

人 事 課 付

経 営 企 画 課企画財務部

市民文化ホール等整備課

財 政 課
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